
　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
私
の
政
治
活
動

に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
福
島
第
一
原
発
の
事

故
以
降
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
「
原
発
依
存
か

ら
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
」
が
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
は

Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
低
炭
素

型
の
発
電
方
法
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
施
設
の
設
置

や
安
定
的
な
電
力
供
給
と
い

う
面
で
は
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

普
及
が
進
ま
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

ま
た
、
今
夏
の
電
力
需
給

逼
迫
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

東
北
電
力
と
東
京
電
力
管
内

で
は
、
37
年
ぶ
り
の
電
力
使

用
制
限
令
が
発
動
さ
れ
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

の
使
用
電
力
を
昨
年
夏
の
使

用
最
大
電
力
に
対
し
て
15
％

削
減
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
地

域
で
も
、
産
業
界
や
各
家
庭

で
の
節
電
へ
の
取
り
組
み
は

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、

国
民
生
活
に
も
多
大
な
混
乱

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
政
府
が
場
当
た

り
的
に
導
入
し
た
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト（
耐
性
評
価
）に
よ
り
、

定
期
検
査
に
入
る
原
発
が
再

稼
働
で
き
な
い
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
時
に
は
、
来
年
夏

ま
で
に
全
原
発
が
停
止
し
、

全
国
で
約
30
％
、
関
西
で
は

実
に
50
％
近
く
の
電
力
を
失

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

震
災
直
後
に
は
、
リ
ス
ク

分
散
の
た
め
企
業
が
首
都
圏

か
ら
関
西
に
オ
フ
ィ
ス
や
生

産
拠
点
を
移
転
す
る
動
き
が

目
立
っ
た
も
の
の
、
深
刻
な

電
力
不
足
の
懸
念
が
関
西
に

も
及
ぶ
可
能
性
が
高
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
拠
点
を
海
外

に
シ
フ
ト
す
る
企
業
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動

き
が
加
速
す
る
と
、
国
内
の

雇
用
維
持
が
難
し
く
な
る
と

と
も
に
、
経
済
成
長
率
の
低

下
も
引
き
起
こ
し
、
産
業
の

空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
る
事

態
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
原
発
を
含
む

日
本
の
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
り
方
は
、
国
民
す
べ
て
の

暮
ら
し
や
生
命
に
関
わ
る
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題

な
ど
様
々
な
分
野
と
も
密
接

に
関
係
す
る
た
め
、
中
長
期

ま
で
見
据
え
た
相
当
の
議
論

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

私
も
環
境
委
員
長
と
し
て
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
精
力
的
に
取
り
組
み
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を

早
急
に
打
ち
立
て
る
た
め
の

一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
更
な
る
充

実
と
発
展
の
た
め
、
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
尚
一
層
の
努
力

を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

高
齢
者
、
障
害
者
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
、産
前
産
後
の
家
庭
、

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
で「
利
用
会
員
」

と
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ

る
。
利
用
時
間
は
原
則
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
平

成
23
年
７
月
14
日
現
在
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
「
利
用

会
員
」
に
は
90
名
が
登
録
・

利
用
し
「
地
域
安
心
生
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」
に
は
１
６
８
名

が
登
録
し
て
い
る
。

　

同
事
業
の「
利
用
会
員
」に

登
録
し
て
い
る
同
市
箕
輪
１

の
高
田
照
子
さ
ん（
79
）宅
で

７
月
14
日
、
水
漏
れ
を
起
こ

し
て
い
る
洗
濯
機
の
蛇
口
修

理
が
行
わ
れ
た
。「
地
域
安

心
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
赤

松
健
二
さ
ん（
67
）が
工
具
を

使
っ
て
蛇
口
を
外
し
て
古
く

な
っ
た
水
道
管
の
ゴ
ム
パ
ッ

キ
ン
を
交
換
し
、
蛇
口
の
水

　

社
会
福
祉
法
人
東
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
展
開
す
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
人
気
を
呼
び
、利
用
者
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。（
写
真
）

東大阪市

　

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
方

が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
買
い
物
や

ご
み
出
し
、
入
院
者
の
洗
濯

を
し
た
り
話
し
相
手
に
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
を
30
分
に
つ

き
５
０
０
円
（
１
時
間
の
場

合
は
８
０
０
円
）で
、同
協
議

会
で
養
成
講
座
を
受
講
し
た

「
地
域
安
心
生
活
サ
ポ
ー
タ

ー（
援
助
会
員
）」が
援
助
す

る
制
度
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を

早
急
に
打
ち
立
て
る

税
の
扶
養
控
除
ま
た
は
医
療

保
険
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

③
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

こ
と
。

動
産
（
預
貯
金
、株
、生
命
保

険
な
ど
）…
預
貯
金
な
ど
が

世
帯
で
３
５
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

不
動
産
…
世
帯
で
居
住
用
以

外
の
不
動
産
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。
居
住
用
の
土
地

に
つ
い
て
２
０
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
大
阪

市
健
康
福
祉
局
福
祉
部
高
齢

介
護
室
介
護
保
険
料
課
▽
電

話
（
０
６
）４
３
０
９―

３

１
８
８　

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
６
）

４
３
０
９―

３
８
１
４

　

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
第
一
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
で

つ
ぎ
の
要
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
場
合
は
、
保
険
料
が

基
準
額
の
２
分
の
１
（
年
額

２
万
８
６
０
８
円
）
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

①
本
年
中
の
世
帯
全
員
の
収

入
が
下
記
の
表
の
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　

今
年
支
払
っ
た
入
院
中
の

医
療
費
は
全
額
、
家
賃
に
つ

い
て
は
年
間
最
高
24
万
円
ま

で
は
世
帯
の
収
入
金
額
か
ら

北 

川 

イ
ッ
セ
イ

参
議
院
環
境
委
員
長

日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と

ワ
ン
コ
イ
ン
で
お
手
伝
い

漏
れ
が
お
さ
ま
っ
た
。
高
田

さ
ん
は
「
今
ま
で
洗
面
所
か

ら
つ
な
い
だ
ホ
ー
ス
の
水
で

洗
濯
し
て
い
た
け
れ
ど
、
こ

こ
の
水
漏
れ
が
な
く
な
っ
た

お
か
げ
で
楽
に
洗
濯
が
で
き

ま
す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
い
た
。
ま
た
、
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
に
入
所
中
で

「
利
用
会
員
」の
山
口
傭よ

う
こ子
さ

ん（
80
）は
「
地
域
安
心
生
活

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
武
広
弘
美

さ
ん（
47
）に
話
し
相
手
に
な

っ
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
、
世
間
話
や
自
分
の
孫
の

話
題
で
楽
し
そ
う
に
談
笑
し

て
い
た
。

　

同
事
業
担
当
者
は
「
地
域

の
住
民
が
安
心
し
て
生
活
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
多
く

の
市
民
の
方
に
も
っ
と
利
用

し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し

て
い
た
。

【
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
】

東
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議

会
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
地
域
安
心
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
係　

☎
０
７
２

―

９
６
２―

８
０
２
２

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
連
日
暑
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
は

お
変
わ
り
な
く
ご
健
勝
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
10
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
府
議
会
議
員
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
８
万
７
９

１
６
票
の
得
票
を
賜
り
、
３

選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
の
多
く
の

叱
咤
激
励
に
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
挙
に
お
い
て

維
新
府
議
団
は
、
議
員
定
数

１
０
９
名
の
う
ち
57
名
と
い

う
過
半
数
の
議
席
を
得
ま
し

た
が
、
１
つ
の
会
派
が
過
半

数
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
戦

後
の
府
議
会
で
は
初
め
て
で

す
。
そ
れ
だ
け
大
阪
維
新
の

会
に
対
す
る
府
民
の
皆
様
の

期
待
は
大
き
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
選
ば
れ
た
所
属
議
員
一

人
ひ
と
り
の
責
任
も
当
然
大

変
重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

改
選
後
、
大
阪
府
議
会
で
は

５
月
定
例
会
が
開
か
れ
、
大

阪
市
制
度
検
討
協
議
会
設
置

条
例
、
議
員
定
数
削
減
条
例

や
国
旗
国
歌
条
例
な
ど
を
提

案
し
、
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
今
ま
で
の

議
会
と
は
違
う
大
胆
か
つ
ス

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
政
治
で

大
阪
を
変
え
る

西
野
弘
一

大
阪
維
新
の
会

大
阪
府
議
会
議
員

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
政
治
で
大

阪
を
変
え
て
参
り
ま
す
。
皆

様
に
変
化
を
実
感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
次
の
期
待
に

繋
が
り
、
期
待
が
膨
ら
め
ば
、

大
阪
の
活
性
化
に
繋
が
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
全
身
全
霊
を
か
け
て
、
与

え
て
い
た
だ
い
た
職
責
を
全

う
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ぐ

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
上
、
お

過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

世帯構成
１人世帯
２人世帯
３人世帯

収入金額
１２６万円以下
１７６万円以下
２２６万円以下

以下、ひとり増えるごとに収入金額に５０万円を加算

控
除
さ
れ
ま
す
。（
領
収
書

等
の
コ
ピ
ー
を
つ
け
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
）

②
他
の
世
帯
に
属
す
る
人
の

介
護
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

東
大
阪
市

　
「
菊
池
寛
賞
受
賞
記
念 

染

司
よ
し
お
か 

吉
岡
幸さ

ち

お雄 

日

本
の
色  

千
年
の
彩
展
」
が

東
大
阪
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

（
同
市
吉
田
６
）で
28
日
ま
で

開
か
れ
て
い
る
。
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
入
館

は
30
分
前
ま
で
）。
月
曜
日

は
休
館
。
入
館
料
は
高
校
生

以
上
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
・
65
歳
以
上
、
障
害
者
手

帳
な
ど
持
参
の
方
は
無
料
。

　

吉
岡
幸
雄
氏
は
、京
都
で

江
戸
時
代
か
ら
続
く
染
屋

「
染
司
よ
し
お
か
」
五
代
目

当
主
で
、文
学
、映
画
・
演
劇
、

新
聞
、放
送
、出
版
、そ
の
他

文
化
活
動
一
般
に
お
い
て
、

９
月
１
日
〜
翌
年
８
月
末
に

至
る
１
年
間
に
、
最
も
清
新

且
つ
創
造
的
業
績
を
あ
げ
た

人
、
あ
る
い
は
団
体
に
贈
ら

れ
る
菊
池
寛
賞
を
昨
秋
に
受

賞
。
今
回
の
特
別
展
は
、
受

賞
後
初
の
本
格
的
な
展
覧
会

で
、
こ
れ
ま
で
吉
岡
氏
が
寺

社
へ
納
め
た
衣
装
や
布
な
ど

約
１
４
０
点
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

会
場
に
は
、
東
大
寺
、
法

隆
寺
等
の
祭
事
の
際
に
用
い

ら
れ
る
様
々
な
衣
装
・
装
束

を
は
じ
め
、
２
０
０
２
年
東

大
寺
大
仏
開
眼
千
二
百
五
十

年
忌
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ

た
東
大
寺
管
長
の
紫し

い衣
や
紫

式
部
の「
源
氏
物
語
」に
登
場

す
る
色
に
関
す
る
記
述
か

ら
、
自
身
の
考
え
や
印
象
を

加
え
て
表
現
し
た
染
物
な

ど
、
化
学
染
料
を
一
切
使
わ

な
い
日
本
古
来
の
植
物
染
め

に
よ
る
、
味
わ
い
深
く
美
し

い
彩
り
の
作
品
の
数
々
が
並

ん
で
い
る
。（
写
真
）

　

市
内
か
ら
見
学
に
訪
れ
た

女
性
は
「
天
然
の
植
物
か
ら

こ
こ
ま
で
鮮
や
か
な
色
が
出

る
と
は
驚
き
で
す
。
染
め
て

い
る
作
業
を
実
際
に
見
て
み

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

特
別
展
開
催
中
は
、
吉
岡

幸
雄
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
も
行
わ
れ
る
。
８
月

28
日
、午
前
11
時
と
午
後
２

時
か
ら
。

　

10
月
２
日
㈰
に
行
わ
れ
る
東
大
阪
市
議
会
議
員
お
よ
び

市
長
選
挙
（
告
示
日
９
月
25
日
）
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
る
。

と　

き
▽
８
月
４
日
㈭　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
▽
東
大
阪
市
役
所　

本
庁
舎　

18
階
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会
▽
〒
５
７
７―

８
５
２
１ 

東

大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
１
番
１
号　

電
話（
０
６
）４
３
０
９

―

３
２
８
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
６
）４
３
０
９―

３
８
４
９

東
大
阪
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日本の色 千年の彩展
吉岡 幸雄

東大阪市立美術センター



　

東
日
本
大
震
災
で
日
本
人

の
精
神
性
の
高
さ
が
再
評
価

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
人

に
武
士
道
精
神
が
深
く
根
付

い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
激

し
い
時
代
の
変
化
の
中
で
忘

れ
が
ち
だ
が
、
私
た
ち
は
礼

儀
を
重
ん
じ
、
他
人
と
和
合

し
て
暮
ら
し
て
き
た
。
そ
れ

が
日
本
社
会
だ
。

　

武
士
道
精
神
に
触
れ
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
思
い
出
す

自
己
鍛
錬
で

  

健
康
と
自
信
が
手
に
入
る

本
六
北
会
館
（
八
尾
駅
と
久

宝
寺
口
駅
の
中
間
）
で
毎
週

月
曜
19
〜
20
時
30
分
、
男
性

３
人
、
女
性
２
人
が
稽
古
に

励
ん
で
い
る
。
稽
古
中
は
真

剣
そ
の
も
の
だ
が
、
終
わ
る

と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
。

　
「
居
合
道
を
す
る
と
、
健

康
と
自
信
が
手
に
入
り
ま
す
。

見
学
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
」
と
指
導
責
任
者

の
岡
巌
さ
ん（
56
）は
居
合
道

の
魅
力
を
話
す
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０

０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
岡
巌

さ
ん
（
電
話
０
９
０

−

８
２

３
５

−

８
５
６
８
）
へ
。

こ
と
が
で
き
る
の
が
居
合
道

だ
。
剣
道
、
柔
道
、
合
気
道

な
ど
多
く
の
武
道
が
あ
る
が
、

居
合
道
は
老
若
男
女
誰
で
も

す
ぐ
に
稽
古
が
で
き
る
。
他

人
と
強
さ
を
競
う
こ
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
自
己
鍛
錬
に
励
め

る
の
も
い
い
。

　

一
般
社
団
法
人
練
信
会

（
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
道
）

が
八
尾
に
道
場
を
開
い
て
い

る
。
近
鉄
大
阪
線
高
架
下
の

本
六
北
会
館
で
居
合
道
の
稽
古

稽古は真剣そのもの

アットホームな雰囲気で「ハイ、チーズ！」


